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イ

ギ

リ

ス
革
命
に
お
り
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

1
l
i
y
ザ
ェ
ト
に
お
け
る
イ
ギ
タ
旦
革
命
の
研
究

伺
ー
ー

武

腸

夫

初
期
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
む
け
る
「
農
民
屑
の
革
命
的
役
割
」
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
の
た
か
で
、
再

=τ
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
、
イ
ギ
F
ス
革
命
の
と
き
の
農
民
運
動
の
研
努
は
あ
ま
り
す
す
め
ら
れ
て
い
た
い
よ
う
で
あ
り
、

農
民
運
動
の
弱
さ
は
農
業
問
題
に
た
い
す
る
農
民
の
無
関
心
の
た
め
だ
、
と
か
た
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
ば
あ
い
が
多
い
。
し
か

L 

一
七
世
相
四

0
1五
0
年
代
は
じ
め
に
各
地
に
お
己
っ
た
農
民
一
撲
の
は
げ
し
さ
、
軍
隊
て
の
農
民
の
役
割
注
と
を
考
え
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
革
命
白
と
き
に
も
、
農
民
運
動
の
は
げ
し
さ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
グ
ロ
ム
ウ
ェ
ル
自
身
は
王
制
を
廃
止
す
る
意

図
を
も
た
左
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
処
刑
、
上
院
の
廃
止
、
共
和
国
の
宣
告
一
日
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

農
民
層
と
都
市
平
民
の
力
て
あ
ヮ
た
、
と
者
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
運
動
の

性
格
は
、
ひ
じ
よ
う
に
複
雑
で
あ
る
。
ソ
ず
ι

下
の
史
学
ぞ
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
、
エ
ス
・
イ
・
ア
ル
ハ

Y
ゲ
U
ス

キ
ー
が
多
く
の
労
作
を
発
表
し
て
い
抽
が
、
革
命
期
の
農
業
問
題
に
か
ん
す
る
い
く
つ
か
白
重
要
な
問
題
は
、
ま
だ
、
あ
き
ら
か
に
さ

れ
て
い
在
い
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
て
は
農
民
運
動
の
は
げ
し
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
地
主
的
「
農
民
戦
争
」
が
ゐ
己
ら
な
か
っ

イギ
qJ
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
包
十
人
巻

九
七

第
二
号

五
七



イ
ギ
リ
ス
草
A
W
に
お
け
る
農
民
閣
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

九
j又

第

号

五
ノ¥

た
の
は
な
ぜ
か
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
地
主
的
左
農
業
問
題
の
解
決
(
軍
役
保
有
制
の
廃
止
)
に
た
い
し
て
農
民
層
は
ど
の
よ
う
に
た
た

か
っ
た
か
、
つ
ま
り
農
民
的
農
業
綱
領
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
革
命
期
D
農
民
運
動
心
地
方
的
な
型
、
デ
ィ
ヮ
ガ

l
ズ
の
運
動
の
評

価
|
|
こ
う
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
と
に
か
〈
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
と
き
に
は
、
分
割
地
的
土
地
所
有
の
創
設
と
い
う
か
た
ち
て
封
建

的
土
地
関
係
が
革
命
的
に
破
壊
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
民
層
は
、
自
分
の
土
地
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
権
を
獲
得
し
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
革
命
心
と
き
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
白
農
民
層
は
、
自
分
白
土
地
に
た
い
す
る
プ
ル
ジ
ョ

7
的
所
有
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
地
主
的
土
地
所
有
が
の
こ
さ
れ
た
。
初
期
プ
ル
日
ョ
ア
革
命
の
核
心
は
農
業
問
題
に
あ
り
、
農
業
問
題
の
民
主
的
な
解
決
と
そ
、

民
主
主
義
的
変
革
を
完
全
に
実
現
す
る
た
め
の
基
礎
ゼ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
は
革
命
的
な
役
割
を
は
た
し
た
が

b

も
、
新
貴
族
と
プ
ル
詰
ョ
ア
ジ
ー
が
反
農
民
的
た
農
業
立
法
を
実
行
す
る
の
を
ゆ
る
し
、
農
村
に
お
け
る
農
民
的
農
業
革
命
を
な
し
と

げ
る
己
と
が
で
き
な
か
っ
た
白
は
た
も
ぜ
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
輩
A
W
K
島
け
る
農
民
運
動
の
一
己
の
よ
号
社
弱
さ
心
原
因
は
ど

こ
に
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
革
命
だ
け
で
な
く
草
命
以
後
白
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
に
と
っ
て
、
ひ
じ

fhノ
忙
、
主

要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

程
イ
ギ
9
ス
革
命
の
農
業
問
題
に
つ
い
て
、
ア
ル
戸
ン
ば
グ
リ
ス
キ
ー
は
、
『
ゴ
I

P
キ
1
大
学
学
術
論
集
』
、
『
ソ
同
盟
科
学
院
通
報
』
、
『
中
世
』
、
『
毘

且
学
諭
集
』
な
E
に
、
多
〈
の
論
丈
を
発
表
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
そ
の
ほ
と
ん
と
が
入
手
困
難
で
あ
り
、

ζ

れ
に
接
す
る
こ
と
が
さ
さ
な
か
っ

た
。
ア
ル
ハ
ン
ゲ
ud
ス
キ
ー
の
『
一
六
四
三
ー
-
六
四
八
年
の
イ
ギ
u
y

ス
大
革
命
の
農
業
立
法
』
事
一
部
(
一
九
三
五
年
)
担
よ
び
『
二
ハ
四
九

一
六
六
O
年
の
イ
ギ
り
ス
革
命
の
農
業
立
仲
間
』
第
二
部
(
一
九
四

C
年
)
に
つ
い
て
は
、
合
同
国
巴
'
F
4トド注目件。弓
E
P
F
Q
E
t
F
O
開H
M
明

-ur

E
R
B
唱

E
開
。
。
出
回

2
-
2
H
H
'
2
0
・
N
H
U
@
∞

Z
S
4
5
の
な
か
に
、
か
ん
た
ん
な
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
五
四
年
に
発
行

さ
れ
た
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
和
主
び
レ
ヴ
ィ
ツ
キ
l
篇
『
一
七
世
犯
の
イ
ギ
リ
ス
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
』
の
第
一
二
章
『
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
農
業
政
策

tc
農
業
立
法
』
、
第
一
一
ニ
章
『
草
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
民
運
動
』
は
、
ア
ル
戸
ン
F
P
λ

キ
ー
の
執
筆
で
あ
る
。



マ
ル
ク
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
が
保
守
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
白
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
新
貴
族
の
同
盟
む
た
め
で
あ
る
己
と

昔、

指
摘
し
た

(

同

署

員

〉

同

2
再
建

a
D
E
E
P
F。
F
d司
S
F
E
H
Z
F氾
F
F
S】号。ロヴ
2回
目

Razz
旨
自
問
ロ
肉
o
r
o一ロ

H
W
E
E
-
冨
S
B
4司

E
S
-
-
v
z
。1
2ぺ
)
。
「
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、

一
瞬
た
り
と
も
そ
り
同
盟
者
た
る
農
民

を
見
す
て
は
し
た
か
ヮ
た
」

(
マ
ル
ク
ス
・
ェ
ン
ゲ
ル
ス
選
集

2
八
月
害
賠
版
〕
第
三
巻
九
七
1
九
八
ペ
ー
ジ
)
白
に
た
悼
し
、

一
七
世
紅

ω
イ

ギ
リ
ス
革
命
の
と
き
の
イ
ギ

H
ス
・
プ
ル
グ
ョ

7
3
1
は
、
操
業
問
題
の
解
決
に
つ
h
て
は
、
農
民
層
と
同
盟
せ
ず
、
農
民
層
の
階
級

的
な
敵
て
あ
る
新
貴
族
と
同
盟
し
た
。
革
命
期
の
農
民
闘
争
が
朕
北
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
こ
と
な
る
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
乙
の

よ
う
な
階
級
配
置
に
大
き
た
原
因
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
農
民
層
そ
の
も
の
が
一
つ
の
弱
点
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
イ
ギ
リ
ス

革
命
期
の
農
民
運
動
の
弱
さ
の
原
因
と
し
て
、
一
六
1
一
七
世
紀
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
の
階
層
分
化
が
ひ
じ
よ
う
に
す
す
ん
て

い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

τ
い
る
o

た
と
え
ば
、
コ
ス
ミ
Y
ス
キ
|
お
よ
び
V

ず
ィ
ツ
キ

1
篇
『
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア

革
命
』
白
な
か
で
、
イ
ェ
・
ア
・
コ
ス
ミ

Y
ス
キ
ー
は
、
革
命
の
と
き
の
民
主
勢
力
の
弱
点
を
指
摘
し
、
と
く
に
、
農
民
層
の
弱
さ
を
、

「
初
期
プ
ル
詰
ヨ
ア
革
命
の
革
命
勢
力
て
あ
る
農
民
層
は
、
一
六
世
紀
お
よ
び
一
七
世
紀
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
農
村
に
浸
透
し
、
共
同
体

的
関
係
を
崩
壊
さ
吐
、
農
民
層
の
は
げ
し
い
分
解
そ
の
利
害
が
は
げ
し
く
対
立
す
る
官
裕
左
上
層
部
と
多
教
の
半
農
業
プ
ロ
レ
グ
日

「
こ
の
こ
と
が
、
農
民
層
は
も
は
や
階
級
と
し
て
は
存
在

じ
な
く
な
り
、
宍
湿
の
階
殺
利
害
を
も
た
た
か
っ
た
、
と
い
う
己
と
を
意
味
し
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
ぜ
あ
り
、
会
農
民
層
の
利
害
は
会

7
1
ト
の
八
プ
出
ー
を
ひ
き
お
己
し
た
囲
込
の
波
に
よ
っ
て
、
す
て
に
、
ひ
じ
よ
う
に
弱
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」
(
前
掲
書
一

O
ペ

と
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
は
、
モ
の
つ
ぎ
に
、

ジ
) 

休
と
し
て
は
反
封
建
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
だ
」
、
と
つ
け
く
わ
え
て
拘
る
。
ま
た
、
ヱ
ス
・
イ
・
ア
ル
ハ

y
グ
リ
ス
キ
は
、
お

な
じ
書
物
白
な
か
の
『
革
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
民
運
動
』
を
あ
つ
か
っ
た
章
ゼ
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
と
き
の
農
民
運
動
の
一

イ
ギ
q
y

ス
草
帝
に
お
け
る
農
民
間
晶
J

評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

九
九

第

号

五
九



イ
ギ

g
ス
草
骨
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

。。
第

号

。

般
的
投
性
格
を
説
明
し
て
、
革
命
心
ず
っ
と
以
前
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
の
分
化
白
結
果
、
農
民
層
が
い
ろ
い
ろ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
裂
し
て
W
た
己
と
に
、
ィ
ギ

H
ス
農
民
層
心
弱
さ
の
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
農
民
層
は
、
モ
の
い
ち
じ
る

し
い
部
分
が
、
本
質
的
に
は
、
ち
が
ヲ
た
階
紋
的
グ
ル
ー
プ
に
介
解
し
、
革
命
の
全
段
階
を
つ
う
じ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
沿
い
て

農
業
問
題
を
も
り
と
も
徹
底
的
に
解
決
す
る
た
め

ω闘
争
に
h
z
w
て
は
、
も
は
や
、
統
一
し
た
全
体
て
は
な
か
っ
た
」
(
前
掲
害
四
二
五

イ
ギ
リ
ス
農
民
層
の
階
層
分
化
が
ひ
じ
£
う
に
す
す

ペ
ー
ジ
)
と
白
べ
て
い
る
。

コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
も
、
ア
ル
ハ
ン
グ
リ
ス
キ
ー
も
、

ん
て
い
て
、

そ
れ
が
農
民
層
白
大
き
た
弱
点
と
な
っ
て
い
た
己
と
を
指
摘
し
た
。
だ
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
革
命
の
と
吉
に
は
、
ま
だ
階
級
と
し
て
白
農
民
層
が
存
在
し
て
治
り
、
全
農
民
層
が
共
通
の
反
封
建
的
な
目
的
を

も
ッ
て
い
た
、
と
hv
う
乙
と
が
考
え
に
い
れ
ら
れ
℃
い
る
が
、
ア
ル
〈
ン
グ
リ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
む
こ
と
は
ま
っ
た
く
否
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
だ
か

b
、
ア
ル
ハ
ン
グ
リ
ス
キ
ー
が
革
命
期
目
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
民
運
動
を
説
明
し
た
ば
あ
い
に
、
農

民
運
動
白
い
ろ
い
ろ
の
地
方
的
た
型
が
説
明
さ
れ
、
レ
ず
ェ
ラ

1
1
の
運
動
と
デ
イ
ッ
ガ
ズ
の
運
動
の
特
徴
づ
け
が
お
己
た
わ
れ
て
い

コ
ス
ミ
ン
ス
キ
の
ば
あ
い
に
は
、
そ
れ

る
が
、
農
民
運
動
白
分
散
性
と
限
界
が
指
摘
さ
れ
亡
い
る
だ
け
で
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
と
き
に
農
民
層
の
は
た
し
た
革
命
的
役
割
心
開

題
は
、
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
い
る
の
己
む
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
白
農
民
運
動
の
意
義
士
玉
し
く
評
価
し
、
革
命
に
治
け
る
農
民

層
の
役
割
白
問
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
う
え
に
、
農
民
層
白
階
層
分
化
自
問
題
が
ひ
じ
よ
う
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
む
て
あ
る
。

農
民
層
白
階
層
分
化
白
程
度
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
モ
れ
主
農
民
闘
争
の
突
際
と
関
連
さ
せ
て
説
明
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

己
の
問
題
の
重
要
性
は
、
ソ
ず
ェ
ト
の
史
学
て
も
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
、
十
分
に
研
劣
が
す
す
め
ら
れ

τ
い
る
と
は
い
え
ず
、

重
要
て
は
あ
る
が
、
未
解
決
心
問
題
と
し
て
、
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
グ
ェ
ト
ト
白
史
学
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ

ス
農
民
層
心
特
徴
づ
け
に
つ
い

τ、
「ヨ

l
T
ン
リ
」
と
い
う
用
語
そ
む
も
の
の
解
釈
に
つ
い
て
、
意
見
の
ち
が
い
が
見
ら
れ
る
白
て



あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
革
命
期
白
農
民
運
動
の
評
価
、
イ
ギ
ロ
ス
革
命
の
農
業
制
領
、
デ
ィ
y

ガ
l
ズ
の
運
動
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
意

見
白
ち
が
い
が
う
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ユ
・
エ
ム
・
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
そ
の
論
文
『
イ
ギ
り
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
史
の
若
干
の
問
題
』
(
論
文
集
『
中
世
』
第
四
集
一
九

五
三
年
三
五
四
三

b
0
ペ
ー
ジ
)
の
な
か
で
、
農
民
層
と
そ
の
一
「
ナ
ぐ
れ
た
革
命
的
役
割
」
の
問
題
甘
い
ふ
れ
、
イ
ギ

F
ス
革
命
の
と
き

の
農
民
運
動
の
特
質
と
イ
ギ

N
ス
農
民
層
の
階
層
分
化
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
農
民
層
分
化
の
問
題
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
彼
に
よ

れ
ば
、
「
イ
品
・

7
・
2

ス
ミ
Y
ス
キ
ー
が
正
し
く
証
明
し
た
よ
う
に
、
一
一
一
一
世
相
に
は
、
商
品
・
貨
幣
関
係
の
発
展
と
と
も
に
、
農

一
六

l
一
七
世
組
に
は
、
こ
の
過
程
は
、
は
る
か
に
発
展
し
た
の
で

民
層
は
、
す
で
に
、
は
げ
し
〈
階
層
介
佑
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

あ
り
」

た
ん
な
る
借
地
農
か
ら
資
本
家
的
借
地

(
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
前
揖
論
文
三
六
二
ペ
ー
ジ
)
一
六

l
一
七
世
紀
の
農
民
層
の
上
層
部
は
、

農
に
転
化
し
、
農
民
肩
白
基
本
的
大
衆
は
、
土
地
な
さ
労
働
者
、
土
地
の
少
い
保
有
者
、
す
た
わ
ち
坐
農
民

1
半
プ
ロ
レ
グ
リ
ア

1
ト

に
な
っ
た
。
サ
プ
ル
ィ
キ
Y
は
、
こ
の
よ
う
に
農
民
層
の
階
層
分
化
の
程
度
士
、
ひ
じ
よ
う
に
大
き
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一

=
一
世
紀
の
農
民
層
の
た
ん
た
る
財
産
上
の
升
化
と
、
一
六

l
一
七
世
組
の
農
民
層
の
介
佑
と
を
直
接
に
む
す
び
つ
け
る
の
は
、
あ
ま
り

に
も
単
純
左
考
え
か
た
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、

一
六
一

h
t侃
の
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
の
分
化
が
す
す
ん
ぜ
い
る
己
と

を
指
摘
し
た
ば
あ
い
に
、
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
、
ネ
ず
f

ル
、
ウ
ィ
ル
ソ

y
、
チ
ェ

Y
パ
リ
ン
た

rの
当
時
の
著
作
者
の
叙
お
だ
け
を
工

り
ど
と
ろ
と
し
て
い
る
。

エ
ム
・
ア
・
パ
ル
グ
は
、

一
六
一
七
世
紀
白
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
の
階
層
分
化
白
す
す
ん
だ
己
と
を
み
、
と
め
た
が
ら
も
、
全
体
と
し

イギ
ηJ
ス
革
命
に
拘
け
る
良
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

。

第

号

y矢C



イ
ギ
wJ
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

。

第
二
号

ノ、

て
白
イ
ギ

H
ス
農
民
層
心
本
在
を
考
え
に
い
れ
て
い
る
。
彼
は
、
ス
チ
ι
ア
1
ト
削
引
の
イ
ギ
リ
ス
農
村
田
中
心
を
な
す
も
の
は
ヨ

1
マ

ン
て
あ
ヲ
た
と
の
ベ
て
h
る
が
、
彼
D

W
う
ヨ
l

T

Y
と
は
、
独
立
し
て
そ
り
経
営
を
治
こ
な
う
農
民
て
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
ロ
ピ

ー
・
ホ
ー
ル
ダ

l
て
あ
っ
た
〔
エ
ム
・
ア
・
パ
ル
グ
『
タ
ロ
ム
ウ
品
ル
と
そ
の
時
代
』
一
九
止

O
年
四
九
五
O
〈

1
ジ
、
『
イ
ギ
り
ス
革
命
と

農
民
的
土
地
所
有
の
運
命
(
い
わ
ゆ
る
《
軍
佼
保
有
制
の
廃
止
》
に
ワ
い
て
中
(
論
文
集
『
中
世
』
第
五
集
一
九
五
四
年
五
二
ペ
ー
ジ
]
。
こ
心
よ
う
に
、

バ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
目
ス
の
ヨ
1

T

Y
り
は
、

コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ダ
l
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
の
蓋
本
的
大
衆
、

ヲ
ま
り
、

中
農
層
た
の
で
あ
る
。

ヨ

マ

γ
を
農
民
層
全
体
と
同
一
視
す
る
ζ

と
は
て
き
ず
、
ま
し
て
、
ヨ
l

T

Y
を
コ

ピ
l

・
ホ
ー
ル
グ
!
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
り
ベ
て
M
V

る
。
サ
プ
ル
イ
キ

Y
に
よ
れ
ば
、
曲
長
奴
制
的
左
関
係
が
支
配
し
℃
い

た
一
一
ー
一
二
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
存
在
し
て
い
た
人
身
的
に
自
出
た
農
民

1
フ

リ

・

ホ

l
ル
ダ
ー
は
、
商
品
生
産
白
発
展
と

ザ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
バ
ル
グ
に
反
対
し
て
、

と
も
に
モ
の
数
を
増
加
し
、

一
四
世
紀
白
イ
ギ
リ
ス
農
村
に
は
、
ヨ

l
マ
ン
リ
の
名
前
を
も
っ
フ
リ

1
・
ホ
ー
ル
グ
ー
か
ら
な
る
強
固

な
農
民
白
層
が
形
成
さ
れ
た
。
古

b
に
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
ヨ
1

7

y
リ
を
か
た
る
ば
あ
い
に
よ
〈
引
用
さ
れ
る
諸
文
献
を
引
用
し

謹て
、
け
っ
き
ょ
く
白
と
己
ろ
八
ヨ

l
マ
Y
と
は
、
年
四

O
シ
リ
Y
グ
以
上
の
収
入
と
州
代
議
士
の
選
出
権
と
を
有
す
る
フ
リ
l
・
ホ

1

ル
グ
ー
で
あ
る
と
す
る
伝
統
的
な
考
え
か
た
に
お
ち
つ
い
て
W
る
。
だ
が
、
ヨ

1
マ
ン
リ
に
つ
い

τ
の
サ
プ
ル
ィ
キ
γ
白
見
解
に
は
、

い
く
つ
か
白
矛
盾
し
た
点
が
あ
る
。
伎
は
、

ヨ
l
マ
y
t、
主
と
し
て
フ
日

1
・
ホ
ー
ル
グ
ズ
ゼ
あ
り
、

「
農
村
の
宮
裕
な
上
層
治

よ
び
中
層
」
で
あ
る
、
と
特
徴
づ
け
た
が
ら
、

「ヨ

l
マ
γ
士
農
村
の
も
っ
と
も
官
絡
な
上
層
部
、
大
借
地
農
、
農
業
プ
ル
ジ
弓
ア
ジ

る
白
を
引
用
し
、

ま
た
、

司

l
マ
y
p
白
大
多
数
は
、

エ
ン
グ
ル
ス
が
ヨ

1
マ
ン
を
イ
ギ

F
ス
農
村
地
方
白
中
農
層

ι規
定
し
て
い

労
働
力
士
定
期
的
に
そ
れ
も
小
規
模
に
雇
傭
し
た
中
農
層
に
属
し
た
の
で
あ

ー
と
の
み
考
え
る
ζ

と
は
ま
b
が
フ
て
い
る
」
と
り
ベ
、



り
、
そ
の
土
地
保
有
規
模
は
だ
い
た

w
二
O
l二
五
エ
イ
カ
ァ
て
あ
ヮ
た
、
と
考
え

τ
い
る
。
し
か
も
、
ま
た
、
彼
は
、

リ
の
基
本
的
大
衆
白
特
性
は
、
左
に
よ
り
も
ま
ず
、
自
分
の
土
地
在
所
有
し
て
い
て
富
裕
で
あ
る
と
h
う
乙
と
で
あ
り
、
モ
白
結
果
、

「ヨ
l

T

Y

ヨ
l
マ
Y
は
、
農
村
の
た
ん
た
る
農
民
(
宮
町
官
民

E
E
)
h
T土
地
を
も
た
左
い
階
層
と
は
ひ
じ
工
う
に
ち
が
っ
た
農
村
の
一
種
の
農

民
貴
族
と
な
っ
た
」
と
い
う
結
論
を
く
だ
し

τ
h
b
(
サ
プ
ル
勾
キ
ン
前
掲
書
三
六
五
1
三
六
六
ペ
ー
ジ
)
。

陸
ロ
.
司
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恒
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官
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FF叫
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OB5pm
官民。

BEd-Bム
〈

H
E
E百四
F
E
E
S
-
司
邑
l
i色
町

E
3・
同
百
二
凶
器
言
。

。
ご
V
2
9唱
。
。
同
神
宮
回
目

4
2
H
E
E
L
S
-
F
耳
回
目
υE5切

E。F悶♂祖ロFE6岳m

凶∞冨∞
F"L府岳四可吋同-巳唱
EE切己居仲CE飴巨E恒且】54.d望〈予-。。喜持切
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且
民
F斜
E目E、
呂
出F、司!酔止戸尽凶
IH閉ロυν.25官
、
宮
川
口
出
品
自
国
巳
自
民
民
日

z
a
R
S
F自
内
回
二
叶
目
、
司
】

g
l

H
⑦
叫
』

ao

ず
ェ
・
エ
ム
・
ラ
ず
戸
ア
ス
キ
ー
は
、
モ
の
論
文
『
一
七
世
記
の
イ
ギ
り
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
若
干
の
論
争
問
題
』

大
学
組
要
』
一
九
五
主
斗
章
一
号
二
七
l
四
五
ペ
ー
ジ
)
に
ー
お
い
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ

l
マ
ン
リ
の
分
割
地
的
小
所
有
の
発
生
日
問
題
」

(
『
毛
ス
ク
ヲ

=
七
世
記
四

0
年
代
白
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
お
町
る
イ
ギ
U
1
・ヨ

1
マ
ン
の
投
割
と
、
こ
の
革
命
が
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
に
あ

た
え
た
紡
呆

ω問
題
」
を
と
り
あ
げ
、
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ

1
マ
Y
リ
に
つ
い
て
白
ソ
ず
ェ
ト
の
歴
史
家
た
ち
の
兄
解
士
批
判
し
て
い
る
。

彼
は
、
そ
の
た
か
で
、
ヨ

l
マ
ン
リ
の
解
釈
白
問
題
と
関
連
し
て
、
と
く
に
、
前
に
引
用
し
た
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
の
論
文
主
と
り
あ
げ
、

とサ
プ
ル
ィ
キ
Y

の
ヨ
l

T

Y
リ
解
釈
心
友
か
に
み
b
れ
る
い
く
つ
か
の
欠
点
を
指
摘
し
、
パ
ル
グ
と
お
た
じ
よ
う
に
、
ヨ

1
マ
ン
リ

は
、
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
か

b
生
じ
た
農
民
の
分
割
地
的
危
小
所
有
の
代
表
者
、
す
た
わ
ち
、
イ
ギ
U
J

ス
農
民
層

ω
基
本
的
大
衆

M
H

コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ダ
ー
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ず
ロ
フ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
農
民
的
土
地
所
有
の
発
展
に
沿
い
て
、
封
建
制
度
の
解
体
期
に

作
用
す
る
重
要
な
法
則
性
の

イ
ギ
U
J

ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

C 

第

号

ノ、



イ
ギ

η
ノ
ス
草
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

。
四

第

一号

六
回

一つ
L

の
本
質
は
、

「
封
建
地
代
の
最
後
の
形
態
て
あ
る
貨
幣
形
態
に
移
行
す
る
古
川
ド
に
、
農
民
の
占
有
権
の
成
長
と
発
展
が
生
じ
、

貨
幣
地
代
が
さ

b
に
発
展
す
る
と
、
農
民
の
占
有
権
が
完
全
な
農
民
的
土
地
所
有
に
転
化
す
る
」
か
、
あ
る
い
は
、
「
貨
幣
地
代
が
資

本
主
義
的
在
地
代
に
転
化
す
る
と
、
農
民

l
土
地
の
占
有
者
は
、
土
地
を
う
し
な
い
、
収
奪
さ
れ
る
」
と
い
う
点
陀
あ
る
(
ラ
ず
ロ
フ

ユ
四
世
紀
末
ー
一
五
世
記
の
イ
ギ
リ
ス
民
治
け
る
農
民
の
占
有
権
の
強
化
は
、
封
建
地
代
形
態
の
進

化
、
と
く
に
、
封
建
地
代
の
最
後
の
形
態
て
あ
る
質
幣
形
態
へ
の
移
行
と
む
す
び
つ
い
て
お
り
」
、
賦
役
が
金
納
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、

スキ
1
前
掲
論
文
二
八
て
1
ジ)。

以
前
の
農
奴
は
、
人
身
的
に
自
由
左
農
民

l
コ
ピ

I
・
ホ
ー
ル
グ
に
転
化
す
る
υ

ラ
ず
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
封

建
地
代
と
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
期
に
広
汎
に
、
あ
ら
わ
れ
た
人
身
的
に
閏
由
な
農
民

l
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
グ
ー
こ
そ
ヨ
マ
ン
日

に
ほ
か
な

b
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
コ
ピ
l
・
ホ
l
ル
グ
l
は
、
フ
リ
l
・
ホ
ル
ダ
ー
の
若
干
の
部
分
と
と
も
に
、
農
民
層

ω
基

一
六

l
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
!
マ
ン
リ
、
す
た
市
わ
ち
小
さ
主
地
面
の
自
由
在
占
有
者
、
あ
る
い
は
封
建
的
に
隷
属

本
的
大
衆
、

し
た
占
有
者
全
形
成
し
た
」

(
ラ
グ
ロ
フ
ス
キ
l
前
掲
論
文
二
八
ペ
ー
ジ
)

と
い
う
の
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヨ

I
T
Y
り
の
土
地
所
有

は
、
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
の
な
か
か

b
生
じ
た
の
で
あ
る
が

「ョ

l
マ
Y

り
は
・
・
・
一
六
世
紀
お
よ
び
一
七
位
紀
前
半

ω資

本
主
義
的
関
係
り
発
展
全
装
礎
と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

一
七
世
紀

ω
プ
ル
d
ョ
ア
革
命
の
と
き
に
、
雁
史
の
舞
台
に
あ

ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
」
(
ラ
ゲ
ロ
フ
ス
キ
ー
前
掲
論
文
四
0
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
、

一
五
世
相
白
イ
ギ
リ
ノ
ス
の
ヨ

l
T
Y
U
の
(
モ
し
て
士
た

建
的
』
所
有
て
は
あ
る
が
、

一
五

l
一
八
仕
組
の
フ
ラ
ン
ス
農
民
層
り
〕
占
有
権
は
、
「
農
民
的
在
、
「
封
建
的
な
看
板
』
白
か
げ
に
か
く
さ
れ
た
(
す
な
わ
ち
『
封

守
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
』
て
は
な
い
、
つ
ま
り
完
全
て
は
な
い
)
土
地
所
有
」
(
ラ
ゲ
ロ
ア
ス
キ
ー
前
掲
諭
丈
二
九

三〔
U
へ
1
ジ
)
で
あ
っ
て
、
完
全
な
農
民
的
土
地
所
有
て
は
だ
か
っ
た
。

Y
ル
ジ
二
7

革
命
の
桔
呆
、

フ
ラ
ン
ス
の
農
民
層
の
占
有

権
は
、
完
全
な
プ
ル
♂
ョ
ア
的
所
有
に
か
わ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
農
民
層
の
占
有
権
(
コ
ピ

l

・
ホ
ー
ル
ド
〕
は
、
完
全
な
フ
ル
芦
ョ



ア
的
た
所
有
に
は
か
わ

b
な
か
っ
た
。
こ
心
よ
う
な
考
え
か
た
は
、
パ
ル
ク
と
ラ
ず
ロ
フ
ス
キ

l
D
共
同
執
筆
に
た
る
論
文
「
一
七
世

組
前
半
白
イ
ギ
リ
ス
の
新
貴
族
と
ヨ
l

T

ン
リ
の
社
会
的
な
本
性
に
つ
h
て』

(
寸
歴
且
の
諸
問
題
』
一
九
五
五
年
第
六
号
七
八

l
八
六
べ
1

ジ
)
の
た
か
て
も
、
展
開
さ
れ

τ
い
る
。
彼
b
は
、
い
わ
ゆ
る
四
O
Y
H
Y
グ
・
フ
H
I
-
-亦
l
ル
ダ
ー
だ
け
を
ヨ
!
マ
Y
D
た
か
に

い
れ
る
伝
統
的
な
考
え
か
た
に
反
対
し
て
い
る
。
も
と
も
と
ヨ
1
T
Y
D
中
核
と
な
ヮ
た
の
は
中
世
の
マ
ナ
ー
の
ア
リ
l
・
ホ
ー
ル
ダ

ー
で
あ
る
が
、

「ヨ

1
マ
ン
L

と
い
う
用
語
は
、
時
代
士
下
る
に
し
た
が
っ

τ、
い
ろ
い
ろ
白
意
味
に
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
怠
っ
た
。

e

ニミ
i

フ、

7
カ

E

ヨ
マ
ン
リ
を
特
徴
づ
け
る
ば
あ
い
、

ヨ
l
マ
y
D
土
地
所
有
の
法
律
的
形
態
よ
り
も
、
モ
白
社
会
的
・
経
済
的
性
格
が
重

要
で
あ
る
。

人
身
的
な
自
由
と
経
済
的
な
独
立
で
あ

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
Y

ナ
1
制
度
が
解
体
す
る
と
き
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
ヨ

l
マ
y
リ
と
い
う
用
語
世
、
農
民
層
心
基
本
的
大
衆
に
あ

パ
ル
グ
と
ラ
グ
ロ
ア
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、

ヨ
1
7
ン
リ
の
基
本
的
な
特
徴
は
、

τは
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ

l
マ
ン
リ
を
構
成
す
る
も
の
は
、
「
コ
ピ

1
・
ホ
ー
ル
グ
1
白
中
層
と
長
期
D
U
l
-
-
ホ
ー
ル
グ
l

白
一
部
」
て
あ
旧
、
「
彼
ら
は
、

reへ
で
、
伝
統
に
よ
っ
て
彼

b
が
保
有
し
て
い
た
土
地
て
、
自
立
的
な
農
民
経
営
を
お
こ
な
う
単
一

白
階
放
と
な
っ
た
」
(
パ
ル
ク
担
工
び
ラ
グ
ロ
ア
ス
キ
ー
前
掲
論
文
八
三
司
I
ジ
)
。
こ
の
よ
う
に
、
ヨ
l

T

Y
リ
は
、
階
級
と
し
て
の
農
民

層
と
し
亡
、
と

b
え
ら
れ
て
い
る
。
モ
し
て
、
封
建
制
度
が
解
体
し
、
資
本
主
義
関
係
が
発
生
し

τく
る
と
と
も
に
、
「
こ
の
て
き
た

ば
か
り
の
自
由
左
農
民
の
階
級
は
、
農
村
の
富
裕
な
上
層
部
と
農
村
の
貧
農
の
階
級
と
に
両
極
分
解
し
て
、
あ

b
い
な
が
さ
れ
る
よ
う

「
革
命
の
と
き
に
は
、
中
農
層
、
つ
ま
り
ヨ

l
マ
γ
リ
は
、
ま
だ
、
階
級
と
し
て
の
農
民
で
あ
っ
た
L

(

前
掲
論
文
八

に
な
づ
た
」
が
、

二
ペ
ー
ジ
)
。イ

ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

O 
E 

第

号

六
五



イ
ギ

D
ス
草
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

。
プミ

第

号

六六

以
上
の
よ
う
に
、
二
一
人
の
ソ
ず
ェ
ト
の
学
者
白
ヨ
!
?
ン
リ
に
つ
い
て
の
考
え
か
た
を
簡
単
K
紹
介
し
た
の
は
、

ヨ
i
マ
ン
リ
白
解

釈
に
よ
っ
て
、
革
命
期
の
農
民
闘
争
の
評
価
も
か
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ヨ

マ

Y
H
の
闘
争
の
中
心
は
な
に
で
あ
っ

た
か
、
革
命
白
と
き
に
は
農
民
の
な
か
り
ど
の
よ
う
た
階
層
が
ど
の
よ
う
な
一
臭
求
を
か
か
げ
て
た
た
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
白
評
価
白

ち
が
い
は
、
ヨ
苛

Y
リ
の
解
釈
の
ち
が
加
、
さ
ら
に
ま
た
、
農
民
層
の
階
層
介
佑
白
評
価
白
ち
が
い
か

b
生
ず
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
パ

b

タ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
マ

Y

リ
は
、
革
命
の
と
き
に
は
、

「
地
代
の
値
上
げ
に
反
対
し
、
モ
の
コ
ピ
・
ホ

l

ル
ド
を
7
リ
l
・
ホ
ー
ル
ド
と
い
う
か
た
ち
で
自
由
な
私
的
所
有
に
転
化
す
る
た
め
、
す
な
わ
ち
、
農
民
心
土
地
所
有
権
白
確
認
、
農

奴
制
の
決
定
的
な
廃
止
、
に
く
む
べ
き
教
会
の
十
分
の
一
税
の
廃
止
の
た
め
に
た
た
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
モ
、
ヨ
マ
ン
は
、
イ
ギ
リ

ス
革
命
の
基
本
的
た
推
進
カ
と
な
る
の
だ
」
(
バ
ル
ク
『
ク
ロ
ム
ウ
ヰ
λ

唱
と
そ
の
時
代
』
五
0
ペ
ー
ジ
)
と
考
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
サ
プ

ル
ィ
キ
Y
は
、
「
一
七
世
紀
の
ヨ

l
マ
ン
の
基
木
的
大
衆
、
そ
し
て
ま
た
、
官
給
左
手
工
業
者
の
民
封
建
闘
争
の
主
要
な
問
題
と
た
っ

た
り
は
、
私
的
所
有
を
王
権
に
よ
る
制
限
か
ら
解
放
す
る
こ
と
、
商
業
治
よ
び
企
業
活
動
の
自
由
、
国
家
制
度
、
司
法
制
度
、
教
会
た

ど
由
民
主
化
の
問
題
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
、
地
主
的
土
地
所
有
の
廃
止
あ
る
い
は
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ド
廃
止
の
問
題
ぞ
は
な
か
っ
た
」

ヨ
l
マ
Y
リ
を
、
ヨ
ピ
・
ホ
ー
ル
グ
l

l
全
休
と
し
て
の
イ
ギ

リ
ス
農
民
層
、
す
な
わ
ち
、
申
農
層
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
、
富
裕
な
フ
リ
・
ホ
ー
ル
グ
ー
か
ら
成
る
農
村
上
層
、
す
な
わ
ち
、
農

(
サ
プ
ル
ィ
キ
シ
『
前
掲
寄
』
=
六
六
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
意
見
て
あ
る
。

民
層
の
一
部
と
の
み
考
え
る
か
の
見
解
の
ち
が
い
か
ら
、
ヨ
マ

y
p
の
闘
争
心
評
価
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
見
解
の
ち
が
い
が

う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
パ
ル
グ
に
よ
れ
ば
、
ョ

l
マ
ン
の
戦
閣
的
民
主
主
義
は
、
コ
ピ
・
ホ
ー
ル

F
廃
止
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
が
、

「
私
的
所
有
の
自
由
」
と
い
う
と
と
だ
け
で
説
明
す
る
。
し
た
が
ッ
て
、
十
プ
ル
ィ
キ
ン
の

サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
そ
れ
を
、
た
ん
に
、

ば
あ
い
に
は
、

ヨ
l
マ
Y

リ
は
、
草
命
的
な
階
層
と
し
て
は
と

b
え
ら
れ
て
い
怠
い
。

「
イ
ギ
リ
ス
ゼ
は
、
な
ん

b
か
財
産
主
有
す
る



こ
と
が
ほ
と
ん
ど
罪
悪
ゼ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
都
市
と
農
村
の
富
裕
た
階
層
、
と
り
わ
け
成
功
し
た
ヨ
l
T
Y

は
、
人
民
の
反
封
建
的
な
革
命
と
き
っ
ぱ
り
と
た
も
と
主
わ
か
ち
、
と
ど
の
つ
ま
り
が
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
地
主
狼
裁

の
支
柱
に
た
っ
た
」

(
サ
プ
ル
4

キ
ン
前
掲
論
文
三
六
六
ペ
ー
ジ
)
と
円
う
白
て
あ
る
。

し
か
し
、
問
題
は
、
ヨ

l
マ
ン
リ
心
解
釈
の
ち
が
い
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
パ
ル
グ
と
ラ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
は
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン

の
よ
う
た
ヨ

l
マ
ン
リ
の
理
解
を
も
と
に
す
る
な
ら
ば
、

「
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
決
定
的
な
推
進
力
は
、
大
農
層
、
す
な
わ
ち
「
農
村
貴

族
』
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
農
民
層
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
た
ヲ
す
る
」

ジ
)
と
し
て
、
十
プ
ル
ィ
ャ
Y
を
批
判
し
℃
い
る
が
、
己
の
批
判
は
正
確
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、

を
革
命
の
フ
ル
♂
ョ
ア
・
地
主
陣
営
に
む
す
び
つ
け
、
イ
ギ
リ
ー
の
ヨ

l
マ
ン
り
H
U
金
体
と
し
て
の
イ
ギ

F
ス
農
民
層
の
革
命
的
役
割

(
『
毘
且
の
諸
問
問
』
一
九
五
五
年
第
六
号
八
一
べ
1

ヨ
l
T
Y
リ

を
見
の
が
し
て
川
、
る
。
し
か
し
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
か
た
ら
ず
し
も
、
彼
の
者
え
て
い
る
よ
う
た
ヨ
l

T
ン
リ
(
富
裕
な
フ
リ
1
・

ホ
l
ル
ダ
l
ズ

L「
農
村
貴
民
」
)
が
革
命
の
推
進
力
ぜ
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
た
く
、
人
民
白
反
封
建
闘
争
心
意
義
を
、

考
え
に
い
れ
て
い
る
、
た
だ
、
人
民
の
反
封
建
的
た
革
命
の
主
力
は
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
の
ぼ
あ
い
r
に
は
、
全
体
と
し
て
の
農
民
層
ぞ
は

た
く
て
、
農
村
の
一
貧
民
大
衆
1
貧
し
い
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
グ
l
、
小
屋
住
曲
目
そ
の
他
、
お
よ
び
、
都
市
平
氏
J
し
あ
っ
た
。
サ
プ
ル
ィ

キ
ン
が
、
と
の
よ
う
K
、
全
体
と
し
て
白
イ
ギ
リ
ス
農
民
屑
の
佼
割
を
見
の
が
し
て
い
る
白
は
、
彼
が
一
六

l
一
七
世
紀
の
階
層
分
化

を
ひ
じ
よ
う
に
大
き
〈
評
価
し
て
、
革
命
の
と
き
に
は
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
は
農
業
問
題
に
た
い
し
て
統
一
し
た
態
度
を
と
る
こ

F
が
ぞ

さ
な
か
っ
た
、
と
考
え

τ
い
る
か
ら
て
あ
る
。
ま
た
、
パ
ル
ク
が
ヨ
l
T
Y
リ
を
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
推
進
力
て
あ
る
と
増
え
て
、
ヨ
ー

マ
ン
リ
白
革
命
的
校
割
に
基
本
昨
た
重
要
性
を
も
た
せ
て
い
る
の
は
、
伎
が
、
農
民
層
の
階
層
介
化
が
す
す
ん
だ
こ
と
を
み
と
め
な
が

ら
も
、
革
命
の
と
き
に
は
ま
だ
階
級
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
が
蒋
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
考
え
に
加
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
4
1
八
巻

。
七

第

号

/、
七



イ
ギ
リ
ス
草
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻
二
心
入

第

号

六
八

る
。
こ
う
し
て
、
農
民
層
心
階
層
八
百
化
の
評
価
が
ち
が
う
に
し
た
が
っ
て
、
農
民
闘
争
心
評
価
、
さ
ら
に
ま
た
、
イ
ギ

H
ス
草
命
に
か

け
る
農
業
綱
領
の
評
価
が
、
と
と
な
っ
て
〈
る
。

イ
ギ
リ
ス
革
命
比
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
地
主
的
農
業
綱
領
(
軍
侵
保
有
制
の
擁
止
)
の
反
農
民
的
社
性
格
に
つ

h
て
は
、
す
て

に
、
十
分
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
階
級
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
を
地
主
制
度
の
犠
牲
に
し
た
イ
ギ
り
ス
革
命
の
農
業
立
渋
は
、
フ
ラ

y

ス
革
命
の
農
業
立
法
と
対
照
的
て
あ
る
。
一
六
四
六
年
二
且
一
干
四
日
の
一
灸
令
に
よ
る
軍
役
保
有
制
の
廃
止
と
後
見
裁
判
所
の
廃
止

は
、
寸
革
命
の
つ
ぎ
の
世
紀
の
農
民
的
土
地
所
有

ω運
命
を
決
定
し
た
L

円
?
ム
・
ァ
・
パ
ル
グ
『
イ
ギ
B
ス
革
命
と
農
民
的
土
地
所
有
の
運
命

戸
い
わ
ゆ
る
《
軍
筏
保
有
制
の
廃
止
》
に
つ
い
て
)
』
論
文
集
『
中
世
』
事
五
集
一
九
五
四
年
五
一
ぺ
J

ジ〕。

と
の
一
条
令
に
よ
っ
て
、
封
建
的
士
地

関
係
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
モ
れ
は
、
新
貴
族
と
フ
ル
昔
ョ
ア
ジ
ー
に
有
利
左
よ
う
に
、

一
面
的
に
h
s
y
し
な
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
か

b
J
l

あ
る
。
つ
ま
り
、
新
貴
族
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
設
の
土
地
一
所
有
者
は
、
土
地
K
た
い
す
る
封
建
的
制
限
か

b
解
放
古
れ
、
土
地
に
た
い
寸

る
プ
ル
チ
ョ
ア
的
在
所
有
権
を
え
る
が
、
農
民
層
の
基
本
的
大
衆

1
コ
ピ

l

・
ホ
ル
ダ
ー
は
、
土
地
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な

所
有
権
主
獲
得
す
る
と
と
が
で
き
ず
、
封
建
的
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
新
貴
旋
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア

d
l
の
地
主
が
土

地
に
た
い
す
る
プ
ル
。
司
ア
的
た
所
有
権
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
に
よ
る
土
地
所
有
の
「
保
証
」
吉
て
も
う
し
な
っ
て
し

耳障

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
六
四
六
年
一
一
月
一
一
四
日
の
条
令
は
、

化
さ
れ
て
い
る
o

モ
心
付
則
に
は
、
従
来
マ
ナ
ー
の
領
主
に
支
払
わ
れ
て
い
た
慣
習
地
代
と

r
B♀
は
ひ
き
つ
づ
い
て
支
払
わ
ね
ば

な
ら
な
い
、
と
あ
る
。
モ
し
て
、
ス
チ
ュ

7
1
ト
朝
の
王
制
復
古
の
の
一
ち
も
、
農
業
問
題
の
解
決
は
、
有
新
た
主
主
に
の
と
さ
れ
た
の

一
六
五
六
年
一
一
月
二
七
日
の
特
別
条
令
に
よ
っ
て
、
確
認
さ
れ
、
強

ゼ
あ
る
。

程
一
六
四
六
年
二
月
二
回
目
白
索
令
、
「
後
見
裁
判
所
担
よ
び
す
べ
て
の
保
護
格
(
毛
足
含

r巴
は
-
本
日
よ
D
廃
止
さ
れ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の



臣
従
保
有
制

(
E
Z
S
E
E
m
o
)
お
よ
び
所
領
移
管
に
た
い
す
る
す
べ
て
の
許
可
料
(
宮
)
お
よ
び
そ
れ
に
附
随
す
る
他
の
す
べ
て
O
負
祖

も
問
様
に
脂
止
さ
れ
る
ロ
ま
た
、
す
べ
亡
の
軍
役
保
有
制

(
E
E
S
S
E
$
2
0
2
2
)
は
・
-
-
自
由
保
有
制
(
同
同
日
正

g
目
里
B
E
C捕
の
〕
に
変

更
さ
れ
る
ζ

と
」
(
門
出
邑
自
内
回
開
・
巴
E
H
H
O
C
S
&
D
E
P
5
9
司
丘
∞
)
。
乙
四
条
令
は
、
コ
ピ
ー
・
ホ
ー
ル
ド
の
問
題
に
は
な
ん
b
ム
れ
て

い
な
い
。
草
校
保
有
制
廃
止
の
意
識
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
指
摘
し
た
の
は
、
マ
ル
ク
ス
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
『
資
本
論
』
第
一
一
四
章
(
『
資
本
論
』

門
青
木
丈
庫
〕
第
四
分
冊
一
一

OT1
ペ
ー
ジ
)
の
な
か
で
、
乙
う
い
ヮ
て
い
る
。
「
λ

チ
ュ
ア
ー
ト
王
朝
復
興
の
も
と
で
は
、
土
地
所
有
者
た
ち
が
横
奪

行
為
聖
法
律
に
よ
ヲ
て
遂
行
し
た
・
。
被
ち
は
封
建
的
土
地
制
度
を
廃
止
し
た
u

す
な
わ
ち
、
よ
地
の
負
う
国
家
へ
の
給
付
義
務
を
ふ
り
す
て
、

農
民
周
そ
の
他
白
人
民
大
衆
に
た
い
す
る
課
現
に
よ
ヲ
て
国
家
の
損
害
を
『
賠
償
子
し
、
彼
与
が
封
建
的
名
義
を
有
し
た
に
と
ど
ま
る
領
地
の
近
代
的

私
有
権
E
要
求
し
、
最
後
に
か
の
居
住
法
を
制
定
す
る
に
豆
ワ
伝
」
。
ソ
ゲ
ょ
ト
の
研
究
者
は
マ
ル
ク
ス
の
と
自
問
題
提
起
か
b
、
大
き
な
示

唆
訟
え
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
白
主
う
に
、
軍
使
保
有
制
白
廃
止
が
農
民
層
心
得
来
の
運
命
に
わ
る
い
影
響
を
島
工
ぼ
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
て
あ
る
と
し
で

も
、
農
業
問
題
白
己
白
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
地
主
的
解
決
に
た
い
し
て
、
農
民
は
ど
の
工
う
に
た
た
か
っ
た
か
、
農
民
層
は
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
・
地
主
的
農
業
綱
領
に
た
い
し
て
、
自

b
白
農
業
綱
領
を
も
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
は
、
は
ヮ
さ
り
し
て
い

な
い
。十

プ
ル
ィ
キ
Y

は
、

一
六
四

0
1
一
六
六

O
年
白
革
命
の
と
き
に
は
、
イ
ギ
り
ス
農
民
層
の
財
産
上
の
分
化
が
は
げ
し
く
、
農
民
D

い
ろ
い
ろ
白
グ
ル
ー
プ
の
農
業
問
題
に
た

J

い
す
る
態
度
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
の
て
、
統
一
し
た
農
業
綱
領
を
か
か
げ
る
己
と
は
不
可

能
に
な
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
。
己
れ
に
た
い
し
て
、
パ
ル
グ
あ
る
い
は
ラ
ず
ロ
フ
ス
キ
は
、
革
命
の
と
き
に
は
ま
だ
階
級
と
し
て

白
農
民
層
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
、
農
民
の
統
一
し
た
農
業
綱
領
が
存
在
し
え
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
ぼ
あ
い
、
パ
ル
グ
や
ラ
ず
ロ

「
コ
ピ
ー
・
ホ
ー
ル

F
の
時
間
止
」
と
い
う
問
題
士
、
と
〈
に
重
視
し
て
い
る
。
パ
ル
グ
に
よ
れ
ば
、

的
土
地
所
有
の
全
体
白
た
か
で
、
ロ
ピ

1
・
ホ
ー
ル
ド
は
、
も
っ
と
も
広
汎
な
、
も
っ
と
も
無
権
利
在
、
も
っ
と
も
制
限
さ
れ
た
、
重

ア
ス
キ
ー
は
、

「
革
命
前
の
封
建

イ
ギ
リ
λ

草
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

。
九

第
二
号

，、
プL



イ
ギ
日
二
〈
車
命
に
お
吋
る
農
民
闘
争
評
仙
の
問
題

第
七
十
八
巻

υ 

第
二
号

色。

」
、
「
し
た
が
っ
て
、
当
然
、

g
E
Eロ
H
5
4

白
骨

2
E
E出
。
に
か
え
る
こ
と
が
、
農
民
に
と
づ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
、
も
り
と
も
さ
し
せ
ま
っ
た
問
題
て
あ
り
、

税
で
も
っ
と
も
苦
し
め
ら
れ
た
農
民
的
保
有
て
あ
り

コ
ピ

l
・
ホ
ル
ド
を
廃
止
し
、
モ
れ
を

革
命
の
年
に
農
村
に
治
こ
っ
た
反
封
建
闘
争
の
核
心
で
あ
っ
た
」

ー
ル

F
の
廃
止
」
と
て
農
民
的
農
業
綱
領

ω
木
質
主
な
す
も
心
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
+
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、

ド
心
廃
止
」
り
問
題
を
、
こ
の
よ
う
に
重
視
し

τは
い
な
い
ロ
伎
は
、 (

論
文
集
『
昨
世
』
第
五
集
一
九
五
四
年
五
三
ペ
ー
ジ
)
。

「
コ
ピ

l
・
ホ

「
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル

コ
ピ
・
ホ
ー
ル
ド
の
廃
止
」
白
問
題
に
た
い
す
る
い
ろ
い

ろ
心
グ
ル
ー
プ
の
態
度
は
さ
ま
ぎ
主
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

「
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ド
の
廃
止
の
要
求
は
に
ぶ
ら
さ
れ
た
」
(
サ
プ
ル
4
キ

シ
前
掲
論
文
三
六
七
ペ
ー
ジ
)

と
考
え
て
い
る
。

「
ヨ
ピ
・
ホ
ー
ル
ド
白
廃
止
」
は
、
フ
リ
l
・
ホ
ル
ダ
ー
の
あ
い
だ
て
は
、
問
題

ヨ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
あ
い
だ
に
も
階
層
分
化
が
す
す
ん
で
わ
り
、
こ
の
時
代
に
は
、
コ
ピ
・
ホ

に
な
ら
た
か
っ
一
た
。
す
で
に
、

ル

γ
に
は
、
、
J

エ
ン
ト
リ
中
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
す
が
た
も
み
b
れ
る
。

一
六
一
七
世
紅
の
イ
耳
目
ス
農
村
の
資
本
主
義
の
も
と

J

し
は
、
農
民
干
ジ
ェ

y
ト
リ
や
プ
ル
世
ョ
ア
ジ
ー
の
た
か
か
ら
で
た
成
功
し
た
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
地
代
の
額
が
固
定
し

τ
い
る
コ

ピ
l
・
ホ
ー
ル

F
は
、
む
し
ろ
、
有
利
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
革
命
の
と
き
に
は
、

コ
ピ

r
・
ホ
ー
ル
ド
の
問
題
の
解
決
に
つ
い

℃
、
い
ろ
い
ろ
妥
協
的
な
提
案
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

V

グ
ェ
ラ

l
r
白
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ド
に
た
い
す
る
態
度
は
あ
い

主
い
で
あ
り
、
人
民
協
定
白
な
か
で
は
、
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ド
の
廃
止
心
要
求
は
か
か

w
bれ
て
い
な
い
。

ν
ず
エ
ラ
ズ
の
影
響
の

も
と
に
か
か
れ
た
ベ

Y

ブ
レ
ッ
ト
の
た
か
で
は
、

「目見
h
と
り
」
に
主
っ
て
コ
ピ

1
・
ホ
ー
ル
ド
を
フ
リ

l
・
ホ
ー
ル
ド
に
す
る
己
と

が
り
べ
ら
れ
て
い
V

る
。
ま
た
、
人
民
協
定
の
な
か
て
は
、

ヨ
ピ
・
ホ
ー
ル
ド
白
買
い
と
り
価
格
を
一
一

O
年
の
収
入
と
し
て
い
る
。

六
五
四
年
の
短
期
議
会
て
は
、
コ
ピ

1
・
干
l

ル
ド
廃
止
の
問
題
は
提
案
さ
れ
る
己
と
が
き
ま
ら
ず
、
出
自
を
固
定
す
る
こ
と
だ
け
が

提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ο

富
裕
た
コ
ピ
l
・
ホ
ー
ル
グ
ー
が
、
こ
の
よ
う
に
、
買
と
り
に
よ
っ
て
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル

F
を
フ
リ



-
ホ
ー
ル
ド
に
す
る
、
あ
る
い
は
、
た
ん
に
ロ
ロ
oを
固
定
す
る
と
い
う
態
度
を
と
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
ヨ
ピ

i
・
ホ
ー
ル
グ
!
の
基

本
的
大
衆
は
、
問
題
の
こ
の
主
ろ
な
解
決
に
満
足
し
た
か
っ
た
。
貧
し
い
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ダ
l
D
要
求
は
、
コ
ピ

1
・
ホ
ー
ル

F
を

無
条
件
に
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

V

グ
エ
ラ
ー
ー
で
は
な
〈
、
デ
ィ
y

ガ
1

1
の
綱
領
に
、
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い

品
。
デ
ィ
ッ
ガ

l
r
は
、
広
汎
友
コ
ピ

1
・
ホ
ー
ル
グ
l
の
大
衆
の
立
場
か

b
、
コ
ピ
・
ホ
ル
ド
の
問
題
の
も
っ
と
も
徹
底
的
な

解
決
法
(
マ
ナ
ー
の
領
主
の
権
力
か
ら
コ
ピ

1
・
ホ
ー
ル
グ
ー
を
解
放
す
る
こ
と
、
共
同
地
の
開
放
、
マ
ナ

1
法
廷
の
廃
止
、
地
代
、

F
E
v
p
w屯
の
他
も
ろ
も
ろ
の
封
建
的
義
務
の
廃
止
)
を
か
か
げ
た
の
で
あ
る
が
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ッ
ガ
1
ズ
の
綱
領

山
中
心
は
、
「
コ
ピ

1
・
ホ
ー
ル
ド
の
廃
止
」
J

し
は
た
く

τ、
「
財
産
の
平
等
」
あ
る
い
は
「
財
産
の
共
有
」
の
要
求
で
あ
っ
た
。
パ

ル
グ
や
ラ
ヴ
ロ
ア
ス
キ
ー
も
、
ヂ
ィ
ッ
ガ
1
ズ
こ
そ
ヨ
ピ

l
ホ
ー
ル
ダ
l
り
権
利
の
真
の
擁
護
者
て
あ
り
、
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル

F
の
問

題
の
徹
底
的
社
解
決
方
法
を
ゐ
L
す
す
め
た
の
ぞ
あ
る
、
と
考
え
る
点
て
は
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
と
治
な
じ
て
あ
る
。

は
、
ヂ
ィ
ァ
ガ
1

1
の
綱
領
の
中
心
は
一
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ド
の
廃
止
」
の
要
求
で
あ
っ
て
、

し
か
し
、
彼
ら

「
財
産
白
共
有
」
の
要
求
は
、

「
運
動

会
体
の
実
践
的
た
要
求
て
は
た
か
っ
た
」
(
『
歴
且
の
諸
問
題
』
一
九
五
五
年
第
六
号
八
五
ペ
ー
ジ
)
、
と
考
え
て
い
る
。
己
己
に
、
デ
ィ
ッ
ガ

ズ
の
運
動
を
と
白
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
が
、
さ
ら
に
、
提
起
さ
れ
る
の
ゼ
あ
る
。

ソ
ず
ェ
ト
の
史
学
て
も
、

イ
ギ
リ
凡
革
命
の
と
き
に
あ
b
わ
れ
た
諸
党
派

(
長
老
派
、
狽
立
派
、

V

グ
エ
ラ

1
ズ、

デ
ィ
ッ
ガ
l

ズ
)
白
特
徴
づ
け
は
、
か
を
ら
ず
し
も
、
は
っ
き
り
し

τ
い
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
民
主
勢

力
(
レ
ず
ヱ
ラ
ー
ズ
と
デ
ィ
ッ
ガ
1
1
)

の
評
価
に
つ
い

τ、
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
し
か
し
、

レ
グ
ェ
ラ
1

1
に
つ
円
て
は
、

イ
ギ
叩
y

ス
軍
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
佃
評
の
問
題

第
七
十
八
港

i事

号

七



イ
ギ
リ
λ

革
命
に
お
け
る
良
民
闘
宇
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

→ 

第

号

*' 

モ
の
評
価
は
、
だ
い
た
い
一
致
し
て
き
た
よ
う
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ル
ハ

y
グ
リ
ス
キ
ー
は
、
リ
ル
パ

Y
と
レ
ず
Z

ラ
l
ズ
を
、

「
イ
ギ
リ
ス
の
農
村
に
沿
げ
る
資
本
主
義
発
展
白
民
主
的
た
道
白
た
め
に
た
た
か
っ
た
闘
士
」
て
あ
る
と
考
え
て
、
こ
れ
主
ラ
ず
ロ
7

註

ス
キ
ー
に
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ス
ミ
Y

ス
キ
お
よ
び
レ
ず
ィ
ッ
キ
篇
「
一

b
世
組
の
イ
ギ
リ
ス
・
プ
ル
グ
ョ
ア
革
命
』
(
一

「
V

ず
エ
ラ

1
1
の
綱
領
む
重
点
は
農

九
五
四
年
)
の
な
か
で
は
、
ま
た
ベ
ヲ
の
考
え
か
た
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
こ
ゼ
は
、
彼
は
、

業
問
題
に
は
左
〈
て
、
選
挙
権
の
一
拡
大
、
政
治
制
度
に
司
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
要
求
に
あ
「
↑
た
」
の
で
あ
っ
て
、

「
ド
ず
ェ

ラ
1
1
は
小
プ
ル
ジ
コ
ア
ジ
ー
の
イ
デ
オ
ロ

1
グ
で
あ
り
、
宮
裕
た
農
民
、
借
地
農
業
者
、

7
p
l
・
ホ
ー
ル
ダ
ー
な
ど
の
農
村
の
所

有
者
階
級
一
般
白
利
益
を
反
映
し
て
は
い
る
が
、
農
民
層
D
f高
木
的
大
衆
の
利
益
を
満
足
さ
せ
る
農
業
綱
領
を
あ
た
え
ず
、
農
民
の
利

益
と
な
る
よ
う
な
土
地
問
題
の
解
決
を
あ
た
え
ず
、
新
地
主
に
奉
仕
し
た
L

の
ぞ
あ
り
、
レ
ず
ェ
ラ
!
ズ
白
運
動
が
成
功
し
な
か
っ
た

重
要
た
原
因
の
一
円
ノ
は
、
「
レ
ず
エ
ラ

l
fハ
は
、
農
業
綱
領
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
ひ
ろ
く
農
民
層
を
結
集
す
る
こ
と
が
て
き
左
か
っ

た
」
己
と
ぜ
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
(
前
掲
寄
凹
一
九
ペ
ー
ジ
)
O

ロ
ス
ミ
Y
ス
キ
ー
も
、
主
と
し
て
都
市
小
プ
ル
長
ヨ
ア
ジ

l
の
党
て
あ

る
レ
ず
エ
ラ
ズ
は
農
民
層
白
利
益
を
表
現
し
え
悲
か
っ
た
、
と
考
え

τ
い
る

ジ)。

ν
ず
エ
ラ

1
J〈
が
一
貫
し
た
農
業
綱
領
を
も
た
ず
、
農
民
層
白
v

利
益
を
代
表
す
る
己
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
農
民
層

(『一

b
世
相
の
イ
ギ
P
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
』
一
一
べ
1

の
利
益
を
真
に
代
表
す
る
よ
う
な
党
派
は
な
に
か
、
一
あ
る
い
は
、
農
民
層
は
そ
む
よ
う
左
党
派
を
つ
い
に
も
つ
己
と
が
で
さ
な
か
っ
た

の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

睦
ア
ル
戸
ン
ゲ
9

スキ
1

『
一
七
陸
相
の
凹

O
l五
0
年
代
の
革
命
に
お
け
る
イ
ギ
9
ス
良
民
周
と
農
民
層
の
草
命
へ
の
事
加
』
3

1

p
キ
1
大
学

学
椅
論
集
』
一
九
四
七
年
〕
?
に
い
す
る
一
フ
ヴ
ロ
ア
ス
キ
ー
の
批
判
(
ヲ
ゲ
ロ
ア
ス
キ
ー
『
一
七
位
和
田
イ
ギ
9
ス
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
車
命
の
若
干
の
論
争

問
顕
』
〔
「
モ
ス
ク
ワ
大
学
和
要
』
一
九
五
五
年
第
一
号
三
七
ペ
ー
ジ
〕
)
。
ラ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
は
、
乙
乙
で
は
、
「
レ
グ

4

ラ
1

ズ
は
、
「
イ
ギ
P

スの



農
民
層
と
の
交
捗
」

um
な
か
っ
た
」
、
と
い
ワ
て
い
る
が
、
レ
ゲ
ヰ
ラ
1

ズ
に
し
て
も
、
農
民
運
動
に
ま
ヲ
た
〈
無
関
揮
で
は
な
か
ヲ
た
。
軍
献
の
な

か
で
敗
北
し
た
り
ち
、

ν
ゲ品一
7

1

r
は
、
一
フ
ン
カ
シ
ャ
の
貧
民
の
叛
乱
、

F
l
d
シ
ャ
の
炭
坑
夫
の
迷
動
、

D
ン
カ
ン
シ
ャ
の
Z

プ
ヲ
ス
・
マ
テ
ー

の
農
民
運
動
一
の
よ
う
な
民
衆
運
動
広
支
持
を
求
品
ょ
う
唱
と
も
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
階
紐
的
な
性
格
か
b
い
っ
て
、
レ
グ
ょ
ラ
T

ズ
は
、
農
民
周
の
利

益
を
代
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
ヲ
た
の
で
あ
る
。

レ
ず
エ
ラ
ー
ー
が
農
業
問
題
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
な
態
度
を
し
め
し
た
白
に
た
い
し
て
、
。
ェ
ラ
ァ

F
・
ウ
ィ
ン
ス
グ
ン
リ
は
、

九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
ゼ
軍
役
保
有
制
廃
止
白
木
質
を
見
ぬ
い
て
い
た
唯
一
白
人
て
あ
っ
た

設
的
本
質
』
請
文
集
『
中
世
』
第
四
集
一
九
五
=
一
年
二
六
二
ペ
ー
ジ
。
バ
ル
ク
『
イ
ギ
nJ
ス
革
命
と
農
民
的
土
地
所
有
の
運
命
』
論
文
集
『
中
世
』
第
五

事
一
九
五
四
年
五
主
ペ
ー
ジ
)
。
サ
プ
ル
f
キ
ン
も
、
パ
ル
ク
や
ラ
グ
ロ
ア
ス
キ
ー
も
、
ウ
ィ

Y

ス
グ
リ
こ
そ
ヨ
ピ

1
・
ホ
ー
ル
グ
l
の
利

(
サ
プ
ル
4

キ
ン
『
ハ

p
ン
ト
ン
円
政
治
輔
の
階

益
の
真
の
擁
護
者
て
あ
り
、
イ
ギ

F
ス
革
命
の
と
き
の
も
っ
と
も
徹
底
し
た
民
主
主
義
者
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
点
ゼ
は
、
意
見

が
一
致
し
亡
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
じ
っ
さ
い
、
ヨ

l
T
y
r
自
解
釈
の
開
題
と
ち
が
っ
て
、
デ
ィ
ッ
ガ

1
J人
白
運
動
の
評
価
て
は
、

十
プ
ル
ィ
キ

Y
は
、
バ
ル
ク
や
ヲ
ず
μ

フ
ス
キ
ー
の
考
え
か
た
に
、
あ
る

τ
い
ど
、
ち
か
づ
い

τ
い
る
上
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
く

検
討
し
て
み
る
と
、
両
者
白
あ
い
だ
に
は
、
や
は
り
、
見
解
の
相
違
が
あ
る
。
モ
れ
は
、
?
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ヅ
ガ

1
1
白

綱
領
白
評
価
に
あ
ら
わ
れ

τ
い
る
。

パ
ル
グ
と
一
フ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
は
、
革
命
白
と
き
に
は
二
つ
の
農
業
綱
領
、
す
な
わ

b
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
地
主
的
綱
領
と
農
民
的
・
平

民
的
綱
領
が
あ
っ
た
、
と
考
え
℃
い
る
。
軍
役
保
有
制
の
廃
止
後
、
コ
ピ

I
・
ホ
ー
ル
ド
鹿
止
白
た
め
の
農
民
心
た
た
か
い
は
、
と
く

に
、
は
げ
し
く
な
り
、
と
の
己
ろ
、
コ
ピ
ー
・
ホ
ー
ル
ド
に
反
対
す
る
多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ

b
わ
れ
た
が
、
ウ
ィ
ン
ス
タ

y
p

は
、
軍
校
保
有
制
廃
止
の
本
質
そ
の
も
の
を
う
た
が
い
、
モ
れ
に
た
い
し
て
、
農
民
的
農
業
革
命
の
綱
領
を
か
か
げ
た
、
と
い
う
の
で

イ
ギ
D
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
人
巻

第
三
号

じ



イ
ギ
H
J

ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
包
十
八
巻

比H

第

号

七
四

あ
る
。
そ
の
さ
い
、
彼
ら
は
、
ヂ
ィ
ッ
ガ
ズ
の
運
動
の
た
か
に
は
「
平
等
主
義
的
・
共
産
主
義
的
友
」
傾
向
だ
け
で
な
く
、
た
に
よ

り
も
ま
ず
、

わ
ち
一
六
四
九
年
)
K
あ
ら
わ
れ
た
ウ
f

y
ス
グ
ン
リ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
主
要
な
思
想
は
、

「
一
般
民
主
主
義
的
な
L

内
零
を
み
も
仏
け
れ
ば
友
ら
な
い
ド
、
と
考
え
℃
い
る
。
デ
ィ
ッ
ガ
1
1
の
運
動
白
絶
頂
期
(
す
な

コ
般
民
主
主
義
的
た
農
民
層
の
要

求」、

つ
ま
白
、

「
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル

F
を
マ
ナ
ー
の
領
主
の
支
配
権
か
ら
解
放
す
る
こ
と
、
す
た
わ
ち
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ド
を
プ
ロ

ー
・
ホ
ー
ル
ド
に
か
え
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
革
命
の
と
奇
陀
国
の
た
か
の
全
民
主
勢
力
を
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
ス
ロ

l

カ

Y
と
な
っ
た
の
は
、

「
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ド
解
放
の
要
求
」
て
あ
り
、
そ
れ
が
デ
ィ
ッ
ガ
1
ズ
の
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
、
と
い
う

の
が
彼
ら
の
意
見
て
あ
る
。
し
か
し
、
ザ
プ
ル
f

キ
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ッ
ガ
l
ズ
の
運
動
白
中
心
は
、
「
ヨ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ド
廃
止
し

の
要
求
で
は
な
く
て
、

「
財
産
の
平
等
」
と
「
財
産
の
共
有
」
の
要
求
で
あ
っ
た
。

両
者
の
こ
の
上
う
た
見
解
の
ち
が
い
は
、
や
は
い
/
、
革
命
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
の
階
層
凡
打
化
に
た
い
す
る
評
価
の
ち
が
い
に
よ

る
も
心
と
県
わ
れ
る
。
バ
ル
ク
と
ラ
グ
ロ
フ
ス
キ
は
、
二
ハ
|
一
七
世
紀
前
半
の
農
民
層
の
は
げ
し
い
階
層
分
化
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
革
命
の
と
き
に
は
ま
だ
階
級
と
し
て
の
農
民
層
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
、
全
体
と
し
て
の
農
民
層
の
役
割
を
考
え
に
い
れ
て
い

る
。
ウ
ィ
ン
ス
グ
ン
リ
の
農
業
綱
領
は
ひ
じ
よ
う
に
包
括
的
て
あ
り
、
土
地
左
き

E
R
2

の
要
求
と
と
も
に
、
コ
ピ

l
・
ホ
ー
ル

F

ー
ズ
心
す
べ
て
白
要
求
を
ふ
く
ん
で
い
た
(
繭
丈
集
『
中
世
』
第
五
集
一
九
五
四
年
五
五
ペ
ー
ジ
)
。

だ
か

b
、
パ
ル
グ
と
ラ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー

に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ッ
ガ
ズ
の
運
動
の
主
体
は
農
民
で
あ
り
、
ウ
ィ
ン
ス
グ
ン
り
は
、
イ
ギ
日
ス
の
ヨ
l
T
Y
H
の
イ
デ
オ
ロ
グ
す

な
わ
ち
農
民
層
心
イ
デ
オ
ロ

l
グ
と
し
て
、
と

b
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
十
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
革
命
ま
て
の
イ
ギ
リ
ス
農
民
層
の
階
層
分

化
を
ひ
じ
よ
う
に
大
き
く
評
価
し
、
草
命
の
と
き
に
は
す
て
に
階
紋
と
し
て
白
農
民
層
は
な
く
、
農
村
の
い
ろ
い
ろ
の
階
層
は
、
農
業

問
題
に
た
い
し
て
一
致
し
た
態
度
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
考
え
て
げ
る
。
十
プ
ル
ィ
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ヅ
ガ

lrω



運
動
の
主
体
は
、
「
土
地
の
少
い
農
民
、
農
業
労
働
者

1

8苦
臣
、
零
落
し
、
自
立
性
を
う
し
た
っ
て
W
る
手
工
業
者
、
職
な
ふ
さ
賃
民
、

種
々
雑
多
の
都
市
平
民
ー
ー
す
な
わ
ち
、
囲
込
に
よ
る
農
民
自
収
奪
白
結
果
と
し
て
、

ま
た
、

自
立
し
た
手
工
業
者
と
農
民
の
財
産

上
白
分
化
り
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
都
市
平
農
村
の
す
べ
て
の
貧
民
」

(
サ
プ
ル

4
キ
ン
の
ウ
ペ
ン
ス
タ
ン
リ
一
著
作
集
に
た
い
す
る
評
論
、

論
文
集
『
中
世
』
第
五
集
一
九
五
四
年
三
三
一
一
ペ
ー
ジ
)
て
あ
っ
弁
一
O

つ
ま
り
、
デ
イ
ッ
ガ

l
ズ
の
運
動
の
主
体
は
、
半
農

1
半
プ
ロ

V
F

F
ア
ー
ト
た
の
で
あ
り
、
ウ
ィ
ン
ス
グ

y
p
は
、
ヨ

l
T
Y
H
lイ
ギ
リ
ス
農
民
周
て
は
た
く
、
前
期
プ
ロ
レ

F
H
ア
l
ト
の
イ
デ
オ

と
し

τ、
理
解
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
十
プ
ル
ィ
キ
ン
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
一
七
位

紀
白
イ
ギ

H
ス
の
前
期
プ
ロ

V

グ
リ

7
1
ト
は
、
ま
だ
、
小
経
営
M
H
小
所
有
と
の
関
連
を
う
し
な
ロ
て
は
治
ら
ず
、
モ
れ
が
、
デ
イ
ツ

ガ
1
1
の
思
想
に
小
生
産
者
的
・
農
民
的
性
格
を
あ
た
え
て

W
る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
平
等
に
よ
る
小
規
模
な
個
人
的
な
農

民
的
・
職
人
的
託
生
産
に
も
と
づ
い
て
、
私
有
か
ら
、
ま
た
、
人
聞
が
人
間
主
搾
取
す
る
こ
と
か

b
、
人
類
を
解
放
す
る
と
い
う
考
え

か
た
に
、
ま
た
、
土
地
に
た
い
す
る
平
等
の
要
求
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

謹
一

従
来
、
デ
ィ
ッ
ガ
1
1
運
動
と
い
え
ば
、
ふ
つ
う
、
農
村
プ
ロ

ν
グ
リ
ア

1
ト
む
運
動
と
し

τと
ら
え

h
紅
、
そ
の
平
等
主
義
的
・

共
産
主
義
的
左
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
告
た
。
ま
た
、
ゥ
ィ
ン
ス
タ
ン
リ
や
デ
ィ
ッ
ガ

l
ズ
の
他
の
パ
ン
フ

V

ッ
ト
作
者
の
思
想
的

影
響
は
ベ
っ
と
し
て
、
デ
ィ
ッ
ガ
l
r
の
運
動
そ
の
も
の
は
小
規
模
た
も
の
ぞ
あ
り
、
実
際
ょ
の
影
響
は
小
さ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と

註
ニ

h
う
考
え
か
た
が
支
間
的
で
あ
っ
た
よ
う
子
あ
る
。
己
れ
に
た
い
し
て
、
パ
ル
グ
と
ヲ
汐
ロ
ア
ス
キ
ー
が
、
デ
ィ
ッ
ガ
ズ
の
運
動
を
農

ロ
ー
グ
(
論
丈
集
『
中
世
』
第
五
集
三
三
一
ペ
ー
ジ
)

村
プ
ロ

V

グ
リ
ア
l
ト
て
は
た
く
、
農
民
層
の
運
動
正
し
て
と
ら
え
、
農
民
的
農
業
革
命
の
担
当
者
、
革
命
の
農
民
的
・
平
民
的
ヨ

l

ス
の
代
表
者
と
し

τ、
デ
ィ
ッ
ガ

1
1
の
運
動
に
ひ
じ
よ
う
な
重
要
性
を
も
た
せ
て
い
る
の
は
、
た
し
か
に
、
あ
た
ら
し
い
考
え
か
た

て
あ
り
、
重
要
左
問
題
提
起
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
彼
b
は
、
デ
ィ
ッ
ガ

l
ズ
白
運
動
が
政
北
L
h
h
原
閃
を
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
特

イ
ギ

9
ス
草
命
に
お

W
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

五

第

号

七
li 



イ
ギ

P
ス
草
舟
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
八
巻

ー〆、

第

号

七
〆、

殊
左
階
級
配
置
(
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
新
貴
族
の
同
盟
)
と
一
六
1
一
七
世
紀
前
半
の
イ
ギ
H
ス
農
民
層
の
階
層
分
化
に
よ
ヮ
て
説
明

し
、
一
方
、
ヂ
f

y
ガ
1
1
の
運
動
白
重
要
性
は
、
農
民
層
臼
分
化
に
も
か
か
わ

b
ず
革
命

ωと
き
に
は
ま
だ
階
級
と
し
て
白
農
民
層

が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
説
明
す
る
。
だ
が
、
己
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ヲ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
も
い
く
ど
と
な
く
強
調

マ
ナ
!
の
史
料
の
具
体
的
・
歴
史
的
た
研
究
に
よ
ヮ
て
農
民
層
の
階
層
分
化
白
状
態
を
具
体
的
に
し
め
す
己
と
、

モ
れ
を
デ
ィ
ッ
ガ
l
d〈
白
運
動
沿
よ
び
そ
の
他
の
農
民
運
動
白
実
際
と
関
連
さ
せ

τ説
明
す
る
こ
と
が
必
要
て
あ
り
、
問
題
は
な
お
今

し
て
い
る
よ
う
に
、

後
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
b
な

w
。
ま
た
、
パ
ル
ク
と
一
フ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
は
、
デ
ィ
ッ
ガ
1
ズ
白
運
動
の
一
般
民
主

主
義
的
左
側
面
を
強
調
す
る
ば
あ
戸
、

「
財
産
の
共
有
」
の
要
求
は
運
動
の
平
民
的
流
派
の
影
響
て
は
あ
る
が
、
大
勢
に
は
影
響
む
な

い
も
の
と
し
て
か
ん
た
ん
に
か
た
づ
け
、
ま
た
、
ウ
ィ
ン
ス
タ
Y

H
の
思
想
的
傾
向
を
二
つ
白
時
期
に
わ
け
て
区
別
し
、
デ
ィ
ッ
ガ

l

d
A

白
運
動
の
絶
頂
期
に
は
ウ
ィ

Y
ス
グ
Y
H
D
思
想
に
一
技
民
主
主
義
的
要
求
が
多
く
あ

b
わ
れ
、
デ
ィ
ッ
ガ
l
I
の
運
動
が
政
北
し

τ実
際
白
運
動
が
終
っ
た
の
ち
に
は
じ
め

τ共
産
主
義
的
な
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
た
の
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
ウ
ィ
ン
ス
グ
ン
リ

D
思
想
が
モ
白
上
う
に
う
つ
り
か
わ
っ
た
の
は
ど
白
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
白
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
説
明
さ
れ
て
悼
た
い
。
ウ
ィ

y

I
グ
ン
リ
の
著
作
を
、
農
民
運
動
の
じ
っ
さ
い
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
読
む
乙
と
が
必
要
ぜ
あ
る
。

睦
一
た
司
と
え
ば
、
開

F
目
M
h
g
p
F
E』

r
z
m
自
己
〕
g
o
n
E
5
5
旨
唱
。
mm自
作
品
目
m
r
E
F
S
E
c
s
-
F
B
O
O
E
d
E
E
b
F
E
E
H
H
M
M自・

凸
}
戸
国
巳
・
吋

-Mm
目
白
白
山
町
F

同
2
D
E
E
F
H
Z
r
唱
。
。

睦
こ
た
唱
と
え
ば
、
戸
官
自
a
F
O
M色
町
内
。

z
m
E
g
b
旬。
V
4
Eロ
同
士
宮
官
見
B
H
O
E
z
gロ
冨
叫
CiiES

と
と
ろ
で
、
パ
ル
グ
と
ラ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
も
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
も
、
デ
ィ
ッ
ガ

l
ズ
の
共
産
主
義
思
想
を
、
ヂ
ィ
ッ
ガ

l
，
ス
の
前
期

プ
ロ
レ
グ

H
7
的
側
面
と
む
す
び
フ
け

τ理
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
モ
れ
は
、
パ
ル
グ
と
ラ
ヅ
ロ
7

ス
ヤ
!
の
は
あ
い
、
ヂ



イ
ヌ
ガ
l
r
を
革
命
の
農
民
的
・
平
民
的
コ

1
ス
白
代
表
者
と
し
て
と

b
え
な
が

b
、
も
っ
ぱ

b
デ
イ
ァ
ガ
1
1
D
農
民
的
側
面
と
そ

の
実
践
的
意
義
を
強
調
し
、
財
産
共
有
の
要
求
は
、
運
動
白
平
民
的
流
派
の
影
響
て
あ
り
、
実
践
的
意
義
の
う
す
H
も
の
と
し
て
、
ひ

く
く
評
価
す
る
、
つ
ま
り
、
デ
ィ
ッ
ガ
1
1
ω
共
産
主
義
思
想
乞
農
民
的
側
面
と
き
り
は
な
し
て
考
え
℃
い
る
と
こ
ろ
に
、
う
か
が
わ

「
デ
ィ
ッ
ガ
l
z
は
、
ナ
ベ

τω
人
び
と
白
土
地
に
た
い
す
る
平
等
白
権
利
の
要
求
か
ら
、
私
有
の
廃
止

の
理
想
へ
み
ち
び
空
、
こ
う
し
て
、
こ
の
権
利
に
反
資
本
主
義
的
左
傾
向
を
あ
た
え
た
」
(
中
世
』
第
五
集
三
三
一
ペ
ー
ジ
)
と
し
、
「
財

産
の
平
等
」
と
「
財
産
白
共
有
」
白
要
求
己
モ
デ
ィ
ッ
ガ

1
ズ
の
運
動

ω中
心
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
山
は
、
彼
が
、
デ
ィ
ッ
ガ

ー
ズ
の
半
プ
ロ

ν
グ
H
ア
的
側
面
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
デ
ィ
ッ
カ
1
1
の
共
産
主
義

思
想
が
農
民
に
由
来
す
る
由
か
、
前
期
プ
ロ
レ
グ
リ
7
l
ト
に
由
来
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
己
己
て
、
は
っ
き
り
い
う
己
と
は
で
き

れ
る
。
十
プ
ル
ィ
キ
y
が
、

ず
、
今
後
の
問
題
て
あ
る
。
こ
の
デ
ィ
ッ
ガ
1
1
の
思
想
の
発
生
の
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
上
て
、
デ
ィ
ァ
ガ
l
ズ
の
運
動
の
歴
史

的
意
義
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
層
と
平
民
層
の
役
割
の
問
題
、
革
命
が
農
民
層
と
平
民
層
に
あ
た
え
た
歴
史
的
意
義
の
問
題

を
、
考
え
な
お
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
沿
け
る
農
民
闘
争
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
ソ
ず
ぷ
ト
の
学
者
の
あ
い
だ
に
は
、
意
見
の
こ
と
な
る

点
、
い
ろ
い
ろ
問
題
と
な
る
点
が
少
〈
た
い
が
、
彼
ら
の
研
究
の
た
か
か

b
、
多
く
の
重
要
な
問
題
、
と
く
に
、
デ
ィ
ッ
ガ
l
d〈
の
再

評
価
の
問
題
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
イ
ギ

H
ス
革
命
の
農
民
的
・
平
民
的
コ

1
ス
の
再
検
討
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
己
と
は
、

大
き
た
意
義
を
も
ヲ
も
の
と
思
わ
れ
る
の
ゼ
あ
る
。

イ
ギ
U
J

ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
の
問
題

第
七
十
人
巻

t二

第

号

七
じ


